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 茨城県は 1 月 25 日に県の地域防災計画（原子力災害対策計画編）の改定版を公表し、東海第

二原発事故時の避難所の面積を避難者一人当たり「３平方メートル以上」にすると明記した。避

難所の面積については、一人当たり２平方メートルを前提に策定された広域避難計画に対し、感

染症予防や居住環境の観点から狭すぎるとの指摘が、議会や私たち市民団体を含めて各所でなさ

れ、2021 年 10 月の県議会において大井川知事が見直しを約束していた。 

改訂は「３平方メートル以上」となり、拡大したようにみえる。しかし茨城県が先行して 2021

年に改訂した「避難所運営マニュアル作成指針」によると、「３平方メートル以上」には通路も含

まれている。避難者の専有面積（通路等を除いた居住面積）では、相変わらず一人当たり２平方

メートルであり何ら改善されていないのである（資料１）。今回の改訂は以下の点で問題がある。 

 

・ 避難者の専有面積一人当たり２平方メートルが許容されるが、これでは十分な感染症予防を

図ることができない。国の基準をも下回っている（資料３）。 

・ 水戸市の避難者の受入れ先である千葉県松戸市は、避難者の受入れ人数の算出にあたり、一

人当たり４平方メートルを前提としている。避難先により一人当たり２平方メートルであった

り４平方メートルであったりと「避難所格差」が生じてしまうことになる。  

・ 福井県が作成した「原子力災害における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」【避難

所レイアウト例】においても、一人当たり４平方メートルを前提としている（資料２）。 

・ 被災者の権利と被災者支援の最低基準を定めた国際基準であるスフィア基準では、ブライバ

シーを確保するためにも避難所内では「１人あたり最低 3.5m2 の居住スペース」を確保するよ

う求めている。この場合「居住スペース」は通路等を除いた面積と解すべきである（資料４）。 

・ 県は今回の改訂に際し意見募集を行った。県民から居住面積２平方メートルでは狭すぎると

の意見が出され、県が設けた委員会でも改善を求める声が出たがこれを反映しなかった。  

 

 すべての避難者が等しく十分な感染症予防を図り、最低限の居住環境を確保できるよう、地域

防災計画は、「１人当たり３m2 以上とする」ではなく、少なくとも「１人当たりの専有面積（通

路等を除いた居住面積）を４m2 以上とする」とし、指針についてもそれを前提に見直しを図るべ

きである。 

 また、こうした状況では、東海第二原発において重大事故が発生した場合の避難計画の実効性

はないといえ、言うまでもなく東海第二原発の再稼働は許されない。  
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資料１ 茨城県「新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所運営マニュアル作成指針」  

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/bousaikiki/bousai/korona_taiou/documents/hinanzy

ounneisisin.pdf 

１人当たりの居住面積（通路含む）約 3.0m2／人とあるが、通路を含めているので、専有面積（通

路を除いた居住面積）は１人当たり２m2 となっている。 

 

資料２ 福井県「原子力災害における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」  

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kikitaisaku/genshiryoku-saigai_d/fil/corona-g.pdf 

 

専有面積１人当たり４m2 を前提

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料３ 内閣府「避難所における新型コロナウイルス感染症への対応の参考資料」（第２版） 

https://www.bousai.go.jp/pdf/0610_corona.pdf 

一人当たりの専有面積は、「テープ等による区画表示」では一家族４人とした場合、一人当たり

2.25m2 となる。「パーティションを利用した場合」では 3 m2 ないしそれ以上となる。 

 

資料４ スフィア基準 

https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/spherehandbook2018_jpn_web.pdf 

 


